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WGにおいて「コ スー・ナンバリングの意義と活用方法～Mobility, Accessibility, & Quality Enhancement～」と
題した報告ならびに質疑応答を行いました。
　ここでは改めてナンバリングの意義・目的・対象・期待される効果・国内外の活用事例・課題などを紹介し、本学に
おける具体的なナンバリングのルールを検討するための土台固めを目的に議論を行いました。
　グローバル・スタンダード、ナショナル・スタンダードが明確に定められていない中で、ローカル・スタンダードを作
成することによる弊害（ガラパゴス化してしまうのではないか、再度検討する必要が生じ非効率ではないかなど）も話
題に上りましたが、最終的には「何のためのナンバリングなのか」という点について共通理解を得ていく方向で議論が
行われました。
（3）WG2への参加・情報提供
　大学院カリキュラムの可視化が一段落した現在、WGでは引き続き本制度の導入に向けた検討が行われています。
最終的な形が提示される段階ではありませんが、この議論の過程および事務局との打ち合わせに参加し、継続的に
情報提供等の支援を行っています。
（山田 剛史）
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　科目ナンバリングは、大学教育の国際通用性を高める手段の1つでもあることから、2014年度から開始された「スーパーグローバル大
学創成支援事業」（通称、SGU）の要件として組み込まれています。本学もタイプA（トップ型）で採択されています（事業名「京都大学ジャ
パンゲートウェイ構想」）。
　こうした流れを受け、本学では2013年12月以降、教育制度委員会およびそこに設置されたワーキンググル プー2において、科目ナンバ
リング制度について全学的な導入に向けた検討を行ってきています。この検討と併せて進行していた前述の学部コースツリ （ー2014年
度）、大学院カリキュラムの可視化（2015年度）は、カリキュラムを学年進行に沿って配置し、最終的にディプロマに到達する経路を図示
するものであり、科目ナンバリングとも関連性が強いものです。
（1）勉強会の開催
　この制度検討への支援の1つとして、教育制度委員会WG2が主催する「勉強会」において講演および質疑応答を行いました。
日　　　時：2015年3月6日（金） 10：30～12：00
場　　　所：附属図書館4階大会議室
プログラム：・開会挨拶
　　　　　 ・講演「なぜ授業科目にナンバリングなのか」
　　　　　 ・質疑応答
ナンバリングの意義と活用方法
◆学習者（在学生）
1．多様な授業科目から適切な選択履修に基づく学修を促す
　（他学部生含む）
2．学生の到達度（GPAや単位取得数等）に応じた学修支援
◆学習者（進学・留学希望者）
3．他大学, 海外との単位互換を保証（JDやDD等）
4．難易度・位置づけが明確になることで､編入学や単位認定もしやす
くなり, 教育の国際化の促進
◆教員・大学
5．カリキュラムを可視化し, 学位取得までの工程を明示
6．組織的な観点からカリキュラム設計や授業内容を検討
適切な履修／
学修促進
到達度に
基づく
学修支援
編入学・
国際化促進単位互換
社会的
説明責任カリキュラム・授業改善
